
JP 6926402 B2 2021.8.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書の更新を検知する検知手段と、
　前記文書の操作履歴にしたがって特定されたユーザーの利用する複数の端末の利用状況
に対応する予め定められた通知先にしたがって、前記検知手段による検知結果を該ユーザ
ーに通知する通知手段
　を有し、
　前記通知手段は、文書に対する操作履歴から、通常通知パラメータに基づく通知先と優
先通知パラメータに基づく通知先が設定されており、携帯端末が利用されている場合に外
出又は会議中と判断し、外出又は会議中と判断された場合には通常通知パラメータに基づ
く通知先には通知せず、優先通知パラメータに基づく通知先に通知する
　情報処理装置。
【請求項２】
　ユーザーが文書を閲覧した場合は、該ユーザーによる操作の履歴として該閲覧を記録す
る記録手段
　を有し、
　前記操作履歴として、文書が更新されてから閲覧までの時間、文書の更新通知があって
から閲覧までの時間のいずれか一つ、又はこれらの組み合わせを用いる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
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　前記通知手段は、
　端末の利用状況からユーザーが外出中と判断したとしても、前回の更新時の挙動が予め
定められた通知の例外条件に合致する場合には、通知を行う
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　コンピュータを、
　文書の更新を検知する検知手段と、
　前記文書の操作履歴にしたがって特定されたユーザーの利用する複数の端末の利用状況
に対応する予め定められた通知先にしたがって、前記検知手段による検知結果を該ユーザ
ーに通知する通知手段
　として機能させ、
　前記通知手段は、文書に対する操作履歴から、通常通知パラメータに基づく通知先と優
先通知パラメータに基づく通知先が設定されており、携帯端末が利用されている場合に外
出又は会議中と判断し、外出又は会議中と判断された場合には通常通知パラメータに基づ
く通知先には通知せず、優先通知パラメータに基づく通知先に通知する
　情報処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置及び情報処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、利用者の変化する嗜好に合致した文書の効率的な閲覧を可能にするこ
とを課題とし、文書管理装置は文書解析部で端末が登録した文書の特性を解析し、嗜好計
算部で文書解析結果をもとに文書登録者の嗜好を類推して保存し、文書通知部は登録者以
外の利用者の類推嗜好と解析結果とを照合し文書を嗜好する利用者を検索し、利用者の端
末へ送信し、文書配信部は文書を配信し、配信された文書の分析結果をもとに配信要求を
行った利用者の類推嗜好を更新することが開示されている。
【０００３】
　特許文献２には、過去に印刷履歴のある電子ドキュメントの情報が変更された場合に、
随時、差分情報を自動で抽出し、ユーザーのニーズに応じて管理、表示、印刷することを
課題とし、電子データにより作成される電子ドキュメントを管理するドキュメント管理部
と、電子ドキュメントについての操作イベントを監視して検出する操作イベント検出部と
、検出される操作イベントに基づいて、前記管理されている電子ドキュメントのうち、前
記操作イベントにかかる電子ドキュメントと所定の関係を有する電子ドキュメントについ
ての印刷履歴の有無を判定する印刷履歴判定部と、印刷履歴があると判定された電子ドキ
ュメントについて、該電子ドキュメントの印刷を行ったユーザーに前記操作イベントの内
容を通知する操作イベント通知制御部とを備えてなることが開示されている。
【０００４】
　特許文献３には、文書の更新を通知する更新通知装置であって、前記文書の更新を検知
する検知手段と、前記検知手段で更新が検知された文書の更新状態を判断する判断手段と
、前記検知手段で更新が検知された文書の更新前後の差分を生成する差分生成手段と、文
書の要約を生成する要約生成手段と、前記判断手段によって判断された更新状態に応じて
、前記差分生成手段によって生成された差分及び前記要約生成手段によって生成された要
約の少なくとも一つを含む通知内容を作成する通知内容作成手段とを有し、前記通知内容
作成手段は、前記作成された通知内容に前記差分生成手段によって生成された差分が含ま
れる場合に、該生成された差分の分量が前記更新前の文書の分量の一定の割合以上かどう
かを計算する計算手段をさらに有し、前記計算手段によって一定の割合以上と計算された
場合は前記要約生成手段によって要約を生成し、前記通知内容に含まれる差分と置換する
ことが開示されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１８６０５８号公報
【特許文献２】特開２００８－１８６４４９号公報
【特許文献３】特許第４２３５４９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述した特許文献に記載の技術では、ユーザーが通知を受けたい文書をシステムが自動
的に判別する技術が記載されている。
　しかし、通知を受けるユーザーの状況が考慮されていない。
　本発明は、ユーザーの状況にしたがって、文書の更新をそのユーザーに通知するように
した情報処理装置及び情報処理プログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成するための本発明の要旨とするところは、次の各項の発明に存する。
　請求項１の発明は、文書の更新を検知する検知手段と、前記文書の操作履歴にしたがっ
て特定されたユーザーの利用する複数の端末の利用状況に対応する予め定められた通知先
にしたがって、前記検知手段による検知結果を該ユーザーに通知する通知手段を有し、前
記通知手段は、文書に対する操作履歴から、通常通知パラメータに基づく通知先と優先通
知パラメータに基づく通知先が設定されており、携帯端末が利用されている場合に外出又
は会議中と判断し、外出又は会議中と判断された場合には通常通知パラメータに基づく通
知先には通知せず、優先通知パラメータに基づく通知先に通知する情報処理装置である。
【０００９】
　請求項２の発明は、ユーザーが文書を閲覧した場合は、該ユーザーによる操作の履歴と
して該閲覧を記録する記録手段を有し、前記操作履歴として、文書が更新されてから閲覧
までの時間、文書の更新通知があってから閲覧までの時間のいずれか一つ、又はこれらの
組み合わせを用いる請求項１に記載の情報処理装置である。
【００１０】
　請求項３の発明は、前記通知手段は、端末の利用状況からユーザーが外出中と判断した
としても、前回の更新時の挙動が予め定められた通知の例外条件に合致する場合には、通
知を行う請求項２に記載の情報処理装置である。
【００１２】
　請求項４の発明は、コンピュータを、文書の更新を検知する検知手段と、前記文書の操
作履歴にしたがって特定されたユーザーの利用する複数の端末の利用状況に対応する予め
定められた通知先にしたがって、前記検知手段による検知結果を該ユーザーに通知する通
知手段として機能させ、前記通知手段は、文書に対する操作履歴から、通常通知パラメー
タに基づく通知先と優先通知パラメータに基づく通知先が設定されており、携帯端末が利
用されている場合に外出又は会議中と判断し、外出又は会議中と判断された場合には通常
通知パラメータに基づく通知先には通知せず、優先通知パラメータに基づく通知先に通知
する情報処理プログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１の情報処理装置によれば、ユーザーの状況にしたがって、文書の更新がそのユ
ーザーに通知される。
【００１５】
　請求項２の情報処理装置によれば、文書が更新されてから閲覧までの時間、文書の更新
通知があってから閲覧までの時間のいずれか一つ、又はこれらの組み合わせが操作履歴と
して用いられる。
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【００１６】
　請求項３の情報処理装置によれば、ユーザーが外出中と判断したとしても、前回の更新
時の挙動が予め定められた通知の例外条件に合致する場合には、通知を行うことができる
。
【００１８】
　請求項４の情報処理プログラムによれば、ユーザーの状況にしたがって、文書の更新が
そのユーザーに通知される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施の形態の構成例についての概念的なモジュール構成図である。
【図２】本実施の形態を利用したシステム構成例を示す説明図である。
【図３】文書管理表のデータ構造例を示す説明図である。
【図４】文書操作履歴表のデータ構造例を示す説明図である。
【図５】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図６】履歴評価表のデータ構造例を示す説明図である。
【図７】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図８】優先判定表のデータ構造例を示す説明図である。
【図９】優先判定表のデータ構造例を示す説明図である。
【図１０】本実施の形態による処理例を示す説明図である。
【図１１】本実施の形態を実現するコンピュータのハードウェア構成例を示すブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面に基づき本発明を実現するにあたっての好適な一実施の形態の例を説明する
。
　図１は、本実施の形態の構成例についての概念的なモジュール構成図を示している。
　なお、モジュールとは、一般的に論理的に分離可能なソフトウェア（コンピュータ・プ
ログラム）、ハードウェア等の部品を指す。したが、本実施の形態におけるモジュールは
コンピュータ・プログラムにおけるモジュールのことだけでなく、ハードウェア構成にお
けるモジュールも指す。それゆえ、本実施の形態は、それらのモジュールとして機能させ
るためのコンピュータ・プログラム（コンピュータにそれぞれの手順を実行させるための
プログラム、コンピュータをそれぞれの手段として機能させるためのプログラム、コンピ
ュータにそれぞれの機能を実現させるためのプログラム）、システム及び方法の説明をも
兼ねている。ただし、説明の都合上、「記憶する」、「記憶させる」、これらと同等の文
言を用いるが、これらの文言は、実施の形態がコンピュータ・プログラムの場合は、記憶
装置に記憶させる、又は記憶装置に記憶させるように制御するという意味である。また、
モジュールは機能に一対一に対応していてもよいが、実装においては、１モジュールを１
プログラムで構成してもよいし、複数モジュールを１プログラムで構成してもよく、逆に
１モジュールを複数プログラムで構成してもよい。また、複数モジュールは１コンピュー
タによって実行されてもよいし、分散又は並列環境におけるコンピュータによって１モジ
ュールが複数コンピュータで実行されてもよい。なお、一つのモジュールに他のモジュー
ルが含まれていてもよい。また、以下、「接続」とは物理的な接続のほか、論理的な接続
（データの授受、指示、データ間の参照関係等）の場合にも用いる。「予め定められた」
とは、対象としている処理の前に定まっていることをいい、本実施の形態による処理が始
まる前はもちろんのこと、本実施の形態による処理が始まった後であっても、対象として
いる処理の前であれば、そのときの状況・状態にしたがって、又はそれまでの状況・状態
にしたがって定まることの意を含めて用いる。「予め定められた値」が複数ある場合は、
それぞれ異なった値であってもよいし、２以上の値（もちろんのことながら、全ての値も
含む）が同じであってもよい。また、「Ａである場合、Ｂをする」という記載は、「Ａで
あるか否かを判断し、Ａであると判断した場合はＢをする」の意味で用いる。ただし、Ａ



(5) JP 6926402 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

であるか否かの判断が不要である場合を除く。
　また、システム又は装置とは、複数のコンピュータ、ハードウェア、装置等がネットワ
ーク（一対一対応の通信接続を含む）等の通信手段で接続されて構成されるほか、一つの
コンピュータ、ハードウェア、装置等によって実現される場合も含まれる。「装置」と「
システム」とは、互いに同義の用語として用いる。もちろんのことながら、「システム」
には、人為的な取り決めである社会的な「仕組み」（社会システム）にすぎないものは含
まない。
　また、各モジュールによる処理毎に又はモジュール内で複数の処理を行う場合はその処
理毎に、対象となる情報を記憶装置から読み込み、その処理を行った後に、処理結果を記
憶装置に書き出すものである。したがって、処理前の記憶装置からの読み込み、処理後の
記憶装置への書き出しについては、説明を省略する場合がある。なお、ここでの記憶装置
としては、ハードディスク、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、外
部記憶媒体、通信回線を介した記憶装置、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）内のレジスタ等を含んでいてもよい。
【００２１】
　本実施の形態である情報処理装置１００は、文書が更新された場合に、その文書に関連
するユーザーに、その文書が更新されたことを通知するものであって、図１の例に示すよ
うに、文書操作検出モジュール１０５、文書管理モジュール１１０、文書操作履歴取得モ
ジュール１２０、操作履歴記録モジュール１２５、優先通知文書判定モジュール１３５、
関係ユーザーの状況判定モジュール１４０、関係ユーザーの特定モジュール１４５、利用
端末判定モジュール１５０、ユーザー状況判定モジュール１５５、通知方法決定モジュー
ル１６０、通知モジュール１６５を有している。
　文書に対して更新の操作が行われた場合、その旨を、その文書に関心を持っているユー
ザーに通知することが行われている。なお、ここで更新には、文書を編集することのほか
に、文書の新規作成、文書の削除、文書の属性の変更等を含めてもよい。
　前述の特許文献に記載の技術では、ユーザーが優先して確認したい文書や通知を受ける
ときのユーザーの状況を考慮していないため、ユーザーが今そのとき確認したい通知が他
の通知の中に埋もれてしまい、ユーザーが気付けない、確認できないということが起こり
得る。
　情報処理装置１００は、ユーザーが優先して確認すべき文書と通知を受けるときのユー
ザーの状況とを考慮した通知を行う。
【００２２】
　文書操作検出モジュール１０５は、文書管理モジュール１１０、優先通知文書判定モジ
ュール１３５と接続されている。文書操作検出モジュール１０５は、文書の更新を検知す
る。具体的には、文書管理モジュール１１０内に管理されている文書に対して、更新の処
理（ユーザーによる操作にしたがった処理であってもよいし、自動的な処理であってもよ
い）が行われたことを検出する。
　優先通知文書判定モジュール１３５、通知方法決定モジュール１６０、通知モジュール
１６５は、文書操作検出モジュール１０５によって検出された文書に関連するユーザーの
状況にしたがって、文書操作検出モジュール１０５による検知内容をそのユーザーに通知
する。
【００２３】
　文書管理モジュール１１０は、文書管理表３００を有しており、文書操作検出モジュー
ル１０５と接続されている。文書管理モジュール１１０は、文書を記憶して、例えば、文
書管理表３００を用いて、その文書を管理する。図３は、文書管理表３００のデータ構造
例を示す説明図である。文書管理表３００は、文書ＩＤ欄３１０、文書名欄３２０、ＵＲ
Ｌ欄３３０、作成者欄３４０を有している。文書ＩＤ欄３１０は、本実施の形態において
、文書を一意に識別するための情報（文書ＩＤ：ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を記憶
している。文書名欄３２０は、その文書の文書名を記憶している。ＵＲＬ欄３３０は、そ
の文書を記憶しているＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）を
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記憶している。作成者欄３４０は、その文書の作成者を記憶している。なお、文書（ファ
イルとも言われる）とは、テキストデータ、図形データ、画像データ、動画データ、音声
データ等、又はこれらの組み合わせであり、記憶、編集及び検索等の対象となり、システ
ム又は利用者間で個別の単位として交換できるものをいい、これらに類似するものを含む
。具体的には、文書作成プログラムによって作成された文書、画像読取装置（スキャナ等
）で読み込まれた画像、Ｗｅｂページ等を含む。
【００２４】
　文書操作履歴取得モジュール１２０は、操作履歴記録モジュール１２５、優先通知文書
判定モジュール１３５、関係ユーザーの特定モジュール１４５と接続されている。文書操
作履歴取得モジュール１２０は、操作履歴記録モジュール１２５から、ユーザーの文書に
対しての過去の操作履歴を取得する。履歴として記録される操作として、例えば、閲覧、
新規作成、編集、削除、属性変更等がある。
　操作履歴記録モジュール１２５は、文書操作履歴表４００を有しており、文書操作履歴
取得モジュール１２０と接続されている。操作履歴記録モジュール１２５は、例えば、文
書操作履歴表４００を用いて、文書の操作履歴を記憶、管理する。図４は、文書操作履歴
表４００のデータ構造例を示す説明図である。文書操作履歴表４００は、ログＩＤ欄４１
０、日時欄４２０、文書ＩＤ欄４３０、操作者欄４４０、操作内容欄４５０を有している
。ログＩＤ欄４１０は、本実施の形態において、ログ（操作履歴）を一意に識別するため
の情報（ログＩＤ）を記憶している。日時欄４２０は、日時（年、月、日、時、分、秒、
秒以下、又はこれらの組み合わせであってもよい）を記憶している。文書ＩＤ欄４３０は
、操作対象となった文書の文書ＩＤを記憶している。操作者欄４４０は、操作を行った操
作者（ユーザーＩＤ）を記憶している。操作内容欄４５０は、その操作者によって行われ
た操作の内容（文字列の変更、削除、追加等）を記憶している。
【００２５】
　優先通知文書判定モジュール１３５は、文書操作検出モジュール１０５、文書操作履歴
取得モジュール１２０、関係ユーザーの状況判定モジュール１４０、ユーザー状況判定モ
ジュール１５５、通知方法決定モジュール１６０と接続されている。優先通知文書判定モ
ジュール１３５は、文書操作検出モジュール１０５によって更新が検知された文書のうち
、ユーザーに対して優先して通知すべき文書を判定する。
　関係ユーザーの状況判定モジュール１４０は、優先通知文書判定モジュール１３５、関
係ユーザーの特定モジュール１４５、通知方法決定モジュール１６０と接続されている。
関係ユーザーの状況判定モジュール１４０は、端末の利用状況等から、関係ユーザーの特
定モジュール１４５によって特定されたユーザーの状況を判定する。ユーザーの状況は、
そのユーザーが利用している端末の種類、そのユーザーのスケジュール情報、そのユーザ
ーが利用している端末に対する利用情報のいずれか一つ、又はこれらの組み合わせによっ
て判断する。関係ユーザーの状況判定モジュール１４０は、対象としているユーザーにつ
いてのユーザー状況判定モジュール１５５の判断結果を利用してもよい。
　関係ユーザーの特定モジュール１４５は、文書操作履歴取得モジュール１２０、関係ユ
ーザーの状況判定モジュール１４０と接続されている。関係ユーザーの特定モジュール１
４５は、文書に関連するユーザーを特定する。関係ユーザーの特定モジュール１４５は、
文書に関連するユーザーを、その文書に対する過去の操作履歴にしたがって抽出する。こ
の操作履歴として、文書が更新されてから閲覧までの時間、文書の更新通知があってから
閲覧までの時間、文書の評価結果のいずれか一つ、又はこれらの組み合わせを用いるよう
にしてもよい。
【００２６】
　利用端末判定モジュール１５０は、ユーザー状況判定モジュール１５５と接続されてい
る。利用端末判定モジュール１５０は、ユーザーが利用している端末の種別を判定する。
端末は、通信機能を有しており、ユーザーが用いる情報処理装置である。端末の種別とし
て、例えば、一般的には携帯できない固定型のＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅ
ｒ）、携帯端末（モバイル端末とも言われ、例えば、ノートＰＣ、スマートフォンを含む
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携帯電話等のほかに、ウェアラブル端末（リストバンド型（腕輪型）、腕時計型、頭に装
着するメガネ型）を含めてもよい）等がある。
　ユーザー状況判定モジュール１５５は、優先通知文書判定モジュール１３５、利用端末
判定モジュール１５０、通知方法決定モジュール１６０と接続されている。ユーザー状況
判定モジュール１５５は、端末の利用状況等から、ユーザーの状況を判定する。端末と通
信を行い、現在、どのような使われ方がなされているか（使用中、不使用等）を取得して
、ユーザーの状況を判定する。例えば、携帯端末が利用されている場合は外出中と判断し
、固定型のＰＣがＸ分（例えば、３０分）以上操作されていない場合は離席中と判断し、
固定型のＰＣがＸ分未満の間に操作されている場合は在席中と判断する。また、ユーザー
のスケジュールを管理しているスケジュール管理装置２５０から、対象としているユーザ
ーのスケジュールを抽出し、ユーザーの状況を判定してもよい。例えば、スケジュールと
して、会議に時間帯である場合は、会議参加中と判断する。
【００２７】
　通知方法決定モジュール１６０は、優先通知文書判定モジュール１３５、関係ユーザー
の状況判定モジュール１４０、ユーザー状況判定モジュール１５５、通知モジュール１６
５と接続されている。通知方法決定モジュール１６０は、ユーザーの状況に対応する規則
にしたがって通知方法を決定する。ここでの規則は、例えば、図８、９を用いて後述する
優先判定表８００、優先判定表９００によって規定されている。
　通知モジュール１６５は、通知方法決定モジュール１６０と接続されている。通知モジ
ュール１６５は、ユーザーに文書の更新が行われたこと（文書に対する操作が行われたこ
と）を通知する。通知としては、電子メール、チャット、電子掲示板、ソーシャルメディ
アを用いた通知、プッシュ通知等であってもよい。また、通知モジュール１６５は、ユー
ザーが複数の端末を有している場合、ユーザーが利用している端末に対して通知を行うよ
うにしてもよい。
　また、通知モジュール１６５は、予め定められた期間、通知が閲覧されていない場合（
又は、通知した文書が閲覧されていない場合）、再度通知を行うようにしてもよい。その
再度の通知の場合、単に同じ通知を行うのではなく、その時点でのユーザーの状況にした
がった通知方法としてもよい。
【００２８】
　図２は、本実施の形態を利用したシステム構成例を示す説明図である。
　情報処理装置１００、ユーザー端末（ＰＣ）２００Ａ、ユーザー端末（モバイル端末）
２００Ｂ、ユーザー端末（ＰＣ）２００Ｃ、ユーザー端末（モバイル端末）２００Ｄ、ユ
ーザー端末（モバイル端末）２００Ｅ、スケジュール管理装置２５０は、通信回線２９０
を介してそれぞれ接続されている。通信回線２９０は、無線、有線、これらの組み合わせ
であってもよく、例えば、通信インフラとしてのインターネット、イントラネット等であ
ってもよい。また、情報処理装置１００又はスケジュール管理装置２５０による機能は、
クラウドサービスとして実現してもよい。スケジュール管理装置２５０は、ユーザーのス
ケジュールを管理するもの（スケジュールアプリケーション等）であって、各ユーザー端
末２００に対してスケジュール情報を提供するほか、情報処理装置１００に対しても提供
する。
　各ユーザーが利用しているユーザー端末２００は、通信回線２９０を介して情報処理装
置１００に接続している。情報処理装置１００では、文書と操作履歴を管理している。文
書に操作が行われたことを検出して、優先して通知すべき文書であった場合に、ユーザー
が利用しているユーザー端末２００に通知を行う。そして、情報処理装置１００は、ユー
ザーの状況を考慮して、予め定められた規則にしたがった通知方法でユーザーに通知を行
う。
【００２９】
　図５は、本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。この処理例は、ユー
ザーの操作履歴から優先して通知すべき文書を判定して通知するものである。
　ステップＳ５０２では、文書操作履歴取得モジュール１２０は操作履歴記録モジュール
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１２５から、ユーザーの操作履歴を過去Ａ週間（例えば、１週間等）分取得する。なお、
ここでは過去の期間として週を用いて規定しているが、日、月等で規定してもよい。
　ステップＳ５０４では、操作履歴を文書毎に分類する。例えば、文書毎に、操作履歴を
時系列にリスト化する。そして、例えば、履歴評価表６００を生成してもよい。図６は、
履歴評価表６００のデータ構造例を示す説明図である。履歴評価表６００は、文書ＩＤ欄
６１０、更新から閲覧までの時間欄６２０、前回の更新通知から閲覧までの時間欄６３０
、「いいね」評価欄６４０を有している。文書ＩＤ欄６１０は、文書ＩＤを記憶している
。更新から閲覧までの時間欄６２０は、文書が更新されてから、ユーザーが閲覧するまで
の時間を記憶している。前回の更新通知から閲覧までの時間欄６３０は、ユーザーに対し
ての前回の更新通知から文書が閲覧されるまでの時間を記憶している。「いいね」評価欄
６４０は、その文書に対しての「いいね」評価（その評価が行われた日時、回数等）を記
憶している。ここで「いいね」評価とは、文書に対する評価（投票）であって、文書を表
示した場合に、「いいね」ボタンを表示し、その文書に同意する、その文書が役立った等
の場合に、ユーザーの操作によって、「いいね」ボタンが押下される。
【００３０】
　ステップＳ５０６では、文書一つの操作履歴を選ぶ。また、履歴評価表６００の１行（
一つの文書に対応する行）を選択してもよい。
　ステップＳ５０８では、文書の更新の直後Ｂ時間（例えば、３時間等）以内にユーザー
が閲覧しているか否かを判断し、閲覧している場合（ユーザーの興味がある文書である場
合）はステップＳ５１８へ進み、それ以外の場合はステップＳ５１０へ進む。
【００３１】
　ステップＳ５１０では、前回の更新通知時刻のＣ時間（例えば、３時間等）以内にユー
ザーが閲覧しているか否かを判断し、閲覧している場合（ユーザーの興味がある文書であ
る場合）はステップＳ５１８へ進み、それ以外の場合はステップＳ５１２へ進む。なお、
Ｂ、Ｃの値は、同じ値を例示したが、同じ値である必要はない。また、図７の例で説明す
る優先判定パラメータにおいても同様である。
　ステップＳ５１２では、ユーザーがいいね等の評価を行っているか否かを判断し、行っ
ている場合（ユーザーの興味がある文書である場合）はステップＳ５１８へ進み、それ以
外の場合はステップＳ５１４へ進む。
【００３２】
　ステップＳ５１４では、次の文書があるか否かを判断し、ある場合はステップＳ５０６
へ戻り、それ以外の場合はステップＳ５１６へ進む。
　ステップＳ５１６では、次のユーザーがいるか否かを判断し、いる場合はステップＳ５
０２へ戻り、それ以外の場合は処理を終了する（ステップＳ５９９）。
　ステップＳ５１８では、優先して通知するべき文書として、ユーザーに通知し、ステッ
プＳ５１４へ進む。
【００３３】
　図７は、本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。この処理例は、ユー
ザーの今の状況に応じて、優先して通知すべき文書を判定するものである。
　ステップＳ７０２では、ユーザーがモバイル端末を利用しているか否かを判断し、利用
している場合はステップＳ７０４へ進み、それ以外の場合はステップＳ７１０へ進む。
　ステップＳ７０４では、ユーザーは外出中と判定する。
　ステップＳ７０６では、外出の場合の優先判定パラメータ（例えば、文書更新から１時
間、文書通知から１時間）を取得する。ここでの優先判定パラメータは、図５の例に示し
たフローチャートのステップＳ５０８でのＢ時間、ステップＳ５１０でのＣ時間に該当す
る。つまり、更新が検知された文書が、「文書の更新後１時間以内にユーザーが閲覧して
いる文書」又は「前回の更新通知時から１時間以内に閲覧している文書」である場合は、
ユーザーが外出中であっても通知を行うことになる。この優先判定パラメータは、通常時
におけるパラメータ（前述の３時間）よりも短い値である。つまり、外出中は、そのユー
ザーの関心が高い文書の更新だけを通知するようにしている。
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　ステップＳ７０８では、ユーザーの状況に合わせて、優先判定するパラメータを変えて
、ユーザーの操作履歴から優先して通知したい文書を判定して（図５の例に示したフロー
チャートによる処理を行って）通知する。
【００３４】
　ステップＳ７１０では、スケジュールアプリケーションからユーザーが会議参加中であ
るか否かを判断し、参加中である場合はステップＳ７１２へ進み、それ以外の場合はステ
ップＳ７１６へ進む。
　ステップＳ７１２では、ユーザーは打ち合わせ参加中と判定する。
　ステップＳ７１４では、会議中の場合の優先判定パラメータ（例えば、文書更新から３
０分、文書通知から３０分）を取得し、次にステップＳ７０８へ進む。ここでの優先判定
パラメータは、図５の例に示したフローチャートのステップＳ５０８でのＢ時間、ステッ
プＳ５１０でのＣ時間に該当する。つまり、更新が検知された文書が、「文書の更新後３
０分以内にユーザーが閲覧している文書」又は「前回の更新通知時から３０分以内に閲覧
している文書」である場合は、ユーザーが打ち合わせ参加中であっても通知を行うことに
なる。この優先判定パラメータは、通常時におけるパラメータ（前述の３時間）、そして
、ステップＳ７０６での優先判定パラメータよりも短い値である。つまり、会議参加中は
、そのユーザーの関心がさらに高い文書の更新だけを通知するようにしている。
【００３５】
　ステップＳ７１６では、ユーザーが端末を３０分以上操作していないか否かを判断し、
操作していない場合はステップＳ７１８へ進む、それ以外の場合はステップＳ７２２へ進
む。
　ステップＳ７１８では、ユーザーは離席中と判定する。
　ステップＳ７２０では、通知しない。つまり、ユーザーに通知したとしてもすぐに確認
できる状況ではないので、通知することは不要である。ただし、端末の操作を検知したな
らば、ステップＳ７２２へ進み、通知を行う。
　ステップＳ７２２では、ユーザーは在席中と判定する。
　ステップＳ７２４では、通知する。つまり、文書が更新された旨をユーザーに通知して
、それを確認させることができるようになる。なお、どの文書を通知するかについては、
図５の例に示すフローチャートによる処理を行えばよい。
【００３６】
　図７の例のステップＳ７０６、Ｓ７１４の処理では、変更する優先判定パラメータの値
を固定にしているが、これらは、優先判定表８００に規定している規則にしたがうように
してもよい。図８は、優先判定表８００のデータ構造例を示す説明図である。優先判定表
８００は、状況欄８１０、優先判定パラメータ欄８２０を有している。状況欄８１０は、
状況を記憶している。優先判定パラメータ欄８２０は、その状況において適用する優先判
定パラメータを記憶している。例えば、ユーザーの状況が「外出」である場合は、優先判
定パラメータを「文書更新から１時間、文書通知から１時間」とし、ユーザーの状況が「
会議中」である場合は、優先判定パラメータを「文書更新から３０分、文書通知から３０
分」としている。
【００３７】
　また、図７の例のステップＳ７０６、Ｓ７１４の処理で、変更する優先判定パラメータ
の値をユーザー毎に設定してもよい。例えば、前述の優先判定表８００の代わりに優先判
定表９００を用いてもよい。図９は、優先判定表９００のデータ構造例を示す説明図であ
る。優先判定表９００は、ユーザーＩＤ欄９１０、状況欄９２０、優先判定パラメータ欄
９３０を有している。ユーザーＩＤ欄９１０は、本実施の形態において、ユーザーを一意
に識別するための情報（ユーザーＩＤ）を記憶している。状況欄９２０は、そのユーザー
の状況を記憶している。優先判定パラメータ欄９３０は、その状況において適用する優先
判定パラメータを記憶している。つまり、優先判定表８００にユーザーＩＤ欄９１０を付
加し、ユーザー毎に状況と優先判定パラメータの値の組を設定できるようにしたものであ
る。
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【００３８】
　通知方法決定モジュール１６０は、ユーザーの状況又は利用端末に合わせて通知方法を
決定する。ユーザーが利用している端末がモバイル端末であったり、外出先であったりし
た場合は、状況に合わせて、通知方法を変更する。この変更対象である通知方法として、
具体的には、通知手段（通知に用いるアプリケーション）、通知内容がある。
（１）通知手段を変更する。
　例えば、ユーザーの状況が外出中である場合は、携帯電話のメールアドレスにメールを
送信するようにしてもよい。また、ユーザーが利用している端末が固定型のＰＣである場
合は、そのＰＣの画面にポップアップ通知を行うようにしてもよい。
（２）通知内容を変更する。
　通知内容例を、図１０に示す。
　図１０（ａ）は、ユーザーが固定型のＰＣを利用している場合の通知の内容例である。
　通知メール１０００ａの文面として、「文書「ｘｘｘ」の更新通知、添付文書：＜ｘｘ
ｘ．ｄｏｃｘ＞、文書「ｘｘｘ」が更新されました。要約：＜文書の要約：ショートテキ
スト＞」と記載し、「＜ｘｘｘ．ｄｏｃｘ＞」のように、文書ファイルを添付する。つま
り、ユーザーが利用している端末が固定型の端末の場合は、更新された文書そのものを通
知に含めるものである。なお、通知方法決定モジュール１６０が、文書の要約を生成する
。要約の生成は、既存の技術を用いればよい。
　図１０（ｂ）は、ユーザーが携帯端末を利用している場合の通知の内容例である。
　通知メール１０００ｂの文面として、「文書「ｘｘｘ」の更新通知、文書「ｘｘｘ」が
更新されました。文書のＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／～／ｘｘｘ」と記載し、「ｈｔｔｐ：／
／～／ｘｘｘ」のように、文書のＵＲＬを記載する。つまり、ユーザーが利用している端
末が携帯端末の場合は、更新された文書へのリンクを通知に含めるものである。携帯端末
では画面の制約（文書を読むには狭い）があり、メールの容量を大きくしないために、文
書そのものを添付することはせず、文書へのリンクで確認することができるようにしてい
るものである。
【００３９】
　なお、本実施の形態としてのプログラムが実行されるコンピュータのハードウェア構成
は、図１１に例示するように、一般的なコンピュータであり、具体的にはパーソナルコン
ピュータ、サーバーとなり得るコンピュータ等である。つまり、具体例として、処理部（
演算部）としてＣＰＵ１１０１を用い、記憶装置としてＲＡＭ１１０２、ＲＯＭ１１０３
、ＨＤ１１０４を用いている。ＨＤ１１０４として、例えばハードディスク、ＳＳＤ（Ｓ
ｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）を用いてもよい。文書操作検出モジュール１０５、
文書操作履歴取得モジュール１２０、優先通知文書判定モジュール１３５、関係ユーザー
の状況判定モジュール１４０、関係ユーザーの特定モジュール１４５、利用端末判定モジ
ュール１５０、ユーザー状況判定モジュール１５５、通知方法決定モジュール１６０、通
知モジュール１６５等のプログラムを実行するＣＰＵ１１０１と、そのプログラムやデー
タを記憶するＲＡＭ１１０２と、本コンピュータを起動するためのプログラム等が格納さ
れているＲＯＭ１１０３と、文書管理モジュール１１０、操作履歴記録モジュール１２５
としての機能を有する補助記憶装置（フラッシュ・メモリ等であってもよい）であるＨＤ
１１０４と、キーボード、マウス、タッチスクリーン、マイク等に対する利用者の操作に
基づいてデータを受け付ける受付装置１１０６と、ＣＲＴ、液晶ディスプレイ、スピーカ
ー等の出力装置１１０５と、ネットワークインタフェースカード等の通信ネットワークと
接続するための通信回線インタフェース１１０７、そして、それらをつないでデータのや
りとりをするためのバス１１０８により構成されている。これらのコンピュータが複数台
互いにネットワークによって接続されていてもよい。
【００４０】
　前述の実施の形態のうち、コンピュータ・プログラムによるものについては、本ハード
ウェア構成のシステムにソフトウェアであるコンピュータ・プログラムを読み込ませ、ソ
フトウェアとハードウェア資源とが協働して、前述の実施の形態が実現される。
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　なお、図１１に示すハードウェア構成は、一つの構成例を示すものであり、本実施の形
態は、図１１に示す構成に限らず、本実施の形態において説明したモジュールを実行可能
な構成であればよい。例えば、一部のモジュールを専用のハードウェア（例えば特定用途
向け集積回路（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）等）で構成してもよく、一部のモジュールは外部のシステム内
にあり通信回線で接続している形態でもよく、さらに図１１に示すシステムが複数互いに
通信回線によって接続されていて互いに協調動作するようにしてもよい。また、特に、パ
ーソナルコンピュータのほか、携帯端末、情報家電、ロボット、複写機、ファックス、ス
キャナ、プリンタ、複合機（スキャナ、プリンタ、複写機、ファックス等のいずれか２つ
以上の機能を有している画像処理装置）などに組み込まれていてもよい。
【００４１】
　また、前述の実施の形態の説明内での比較処理において、「以上」、「以下」、「より
大きい」、「より小さい（未満）」としたものは、その組み合わせに矛盾が生じない限り
、それぞれ「より大きい」、「より小さい（未満）」、「以上」、「以下」としてもよい
。
【００４２】
　なお、説明したプログラムについては、記録媒体に格納して提供してもよく、また、そ
のプログラムを通信手段によって提供してもよい。その場合、例えば、前記説明したプロ
グラムについて、「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体」の発明
として捉えてもよい。
　「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、プログラムのイ
ンストール、実行、プログラムの流通等のために用いられる、プログラムが記録されたコ
ンピュータで読み取り可能な記録媒体をいう。
　なお、記録媒体としては、例えば、デジタル・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）であ
って、ＤＶＤフォーラムで策定された規格である「ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－
ＲＡＭ等」、ＤＶＤ＋ＲＷで策定された規格である「ＤＶＤ＋Ｒ、ＤＶＤ＋ＲＷ等」、コ
ンパクトディスク（ＣＤ）であって、読出し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤレコーダ
ブル（ＣＤ－Ｒ）、ＣＤリライタブル（ＣＤ－ＲＷ）等、ブルーレイ・ディスク（Ｂｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ）、光磁気ディスク（ＭＯ）、フレキシブルディスク（
ＦＤ）、磁気テープ、ハードディスク、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去及び書
換可能な読出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、フラッシュ・メモリ、ランダ
ム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、ＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ）メモリーカー
ド等が含まれる。
　そして、前記のプログラムの全体又はその一部は、前記記録媒体に記録して保存や流通
等させてもよい。また、通信によって、例えば、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡ
Ｎ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワー
ク（ＷＡＮ）、インターネット、イントラネット、エクストラネット等に用いられる有線
ネットワーク、又は無線通信ネットワーク、さらにこれらの組み合わせ等の伝送媒体を用
いて伝送させてもよく、また、搬送波に乗せて搬送させてもよい。
　さらに、前記のプログラムは、他のプログラムの一部分又は全部であってもよく、又は
別個のプログラムと共に記録媒体に記録されていてもよい。また、複数の記録媒体に分割
して記録されていてもよい。また、圧縮や暗号化等、復元可能であればどのような態様で
記録されていてもよい。
【符号の説明】
【００４３】
　１００…情報処理装置
　１０５…文書操作検出モジュール
　１１０…文書管理モジュール
　１２０…文書操作履歴取得モジュール
　１２５…操作履歴記録モジュール
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　１３５…優先通知文書判定モジュール
　１４０…関係ユーザーの状況判定モジュール
　１４５…関係ユーザーの特定モジュール
　１５０…利用端末判定モジュール
　１５５…ユーザー状況判定モジュール
　１６０…通知方法決定モジュール
　１６５…通知モジュール
　２００…ユーザー端末
　２５０…スケジュール管理装置
　２９０…通信回線

【図１】 【図２】

【図３】
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